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総研論集 2008 年 3 号）では、米国における
再チャレンジ企業の資金調達環境を実証分析
している。その中で、基本的に再チャレンジ
企業に対する金融機関の貸出姿勢は厳しく、
にもかかわらず積極的な再チャレンジが見ら
れる背景には、旺盛な起業家精神の存在に加
えて、破産後の差し押さえ除外財産が幅広く
認められている点を指摘している。 
以上のように、中小企業金融の課題は、短
期的に見た金融機関の貸出姿勢の消極化とい
った、表面的な問題では片付けられないこと
は明らかであろう。安定的な金融システムの
維持のためにも、安全性を最重視する金融機
関の姿勢を非難することはできない。むしろ、
金融機関が安全を至上命題とすることを与件
とした上で、従来は定性的とされた企業・経
営者情報をも包含した形でのスコアリング貸
出の仕組みの精緻化や、中小企業における財
務指標のより一層の透明性の向上など、貸出
の円滑化のために必要な情報の充実が求めら
れている。一方制度面でも、透明性の向上を
前提とした上で、破産時の差し押さえ除外財
産の範囲拡大等を通じて、新規開業・事業に
挑戦しやすい環境を整備するべきである。そ
れらは、金融機関のみに努力義務が課せられ
るものではなく、中小企業自身や法制度整備
など、多方向から課題解決に向けた取り組み
が進展することで、初めて達成できるもので
ある。 
中小企業における情報の不完全さが、資金
供給をはじめとする様々な取引が望ましい水
準に達しないことの要因であるならば、その
情報の非対称性を解消するための仕組みづく
りこそが、何よりも求められているのではな
いだろうか。 
 
 
